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（百万円未満切捨て） 

１．平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 6,680 △3.7 △133 － △173 － 167 －
22年３月期第２四半期 6,937 △4.2 △118 － △129 － △284 －
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 179.34 －
22年３月期第２四半期 △304.69 －
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 13,161 2,618 19.4 2,724.25
22年３月期 14,005 2,481 17.0 2,551.78
（参考）自己資本  23年３月期第２四半期 2,547百万円 22年３月期 2,386百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
23年３月期 － 0.00  
23年３月期(予想)  － 0.00 0.00 

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通     期 14,000 1.3 630 － 590 － 370 － 395.66
（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

 



４．その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。） 
 
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 
② ①以外の変更 ：無 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 935,142株 22年３月期 935,142株
② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ －株 22年３月期 －株
③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期２Ｑ 935,142株 22年３月期２Ｑ 935,142株

 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半
期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きを実施しています。 

 
 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

平成22年５月13日に公表いたしました通期の連結業績予想は、本資料において修正しております。 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期におけるわが国の経済は、企業収益が改善し家計所得にも底堅さが見られるよう

になったものの民間需要を中心とした自律的回復には至らず、経済活動は依然として低い水準に

あります。 

当社事業の主要顧客である製薬業界においては、後発医薬品使用促進等の医療費増加抑制政策

や、大型主力商品が欧米で特許切れを迎える「2010年問題」、中枢神経領域、癌・先端医療領域

といった未だ有効な治療薬が無い、あるいは患者の治療に対する満足度が不十分な領域、いわゆ

るアンメット・メディカル・ニーズへの対応等の諸問題を克服するための大規模な競争が進行し

ております。 

一方、ＳＭＯ（治験施設支援機関）業界におきましては、その全体としての推移は堅調である

ものの、過去数年来の大手を中心とした再編統合等を原因としてその競争環境は厳しさを増して

おります。 

このような状況にあって、当第２四半期連結会計期間、当社グループはＳＭＯ事業を核とした

統合ヘルスケア事業ネットワークにおける安定収益基盤の確立を目的として、事業に取り組んで

まいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は6,680百万円（前年同期比3.7％減）と

なりました。利益面につきましては、売上の減少に加え、のれんの償却額114百万円の影響により、

営業損失は133百万円（前年同期は営業損失118百万円）、経常損失は173百万円（前年同期は経常

損失129百万円）、過年度法人税の戻入などにより、四半期純利益は167百万円（前年同期は四半

期純損失284百万円）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①ＳＭＯ事業 

当事業におきましては、第Ⅰ相から第Ⅳ相までの総合的な臨床試験支援体制を確立したこと

で、受託は堅調に進捗しております。しかしながら、前期における主要施設変更に伴う第Ⅰ相

試験の受託活動低迷の影響が当第２四半期においても継続しております。この結果、売上高は

1,515百万円、営業利益は324百万円となりました。 

 

②メディカルサポート事業 

当事業におきましては、不採算モールからの退去及び新規モール開設等の収益力改善への取

り組みが現在進行しております。この結果、売上高は304百万円、営業損失は95百万円となりま

した。 

 

③人材コンサルティング事業 

当事業におきましては、支店閉鎖による集中管理化によるコスト減等の施策を実施したもの

の、その成果を当第２四半期業績に十分に反映させることができず、この結果、売上高は64百

万円、営業損失は５百万円となりました。 
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④医薬品等の販売事業 

当事業におきましては、地域に密着した健康情報の発信をテーマとし、生活者と医療機関と

の結びつきをコンセプトとした「ファルマルシェ薬局」の充実と強化を図り、対話重視の販売

促進策等安定した収益体質への改善に引き続き務めてまいりました。当第２四半期においては

ドラッグストア１店舗の撤退があったものの、在庫管理活動及び基準調剤加算等への取り組み

が業績に寄与しました。この結果、売上高は2,053百万円、営業利益は44百万円となりました。 

 

⑤医薬品等の製造販売事業 

当事業におきましては、薬価改定による販売価格の下落にも関らず導出(委託販売)の好調を

受けて、売上高は2,658百万円となりましたが、工場稼働率の変動に伴う製品の単位当たり原価

の増大及びのれん償却費用100百万円の計上により、営業損失は16百万円となりました。 

 

⑥その他の事業 

当事業におきましては、一部事業再編の影響を受けて、売上高は82百万円、営業損失は71百

万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

(イ)資産 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は13,161百万円（前連結会計年度末比6.0％

減）となりました。これは、借入金の返済等により現金及び預金が687百万円減少したこと

等によるものです。 

(ロ)負債 

負債は10,542百万円（前連結会計年度末比8.5％減）となりました。これは、借入金が

698百万円減少したこと等によるものです。 

(ハ)純資産 

純資産は2,618百万円（前連結会計年度末比5.5％増）となりました。これは、利益剰余

金が167百万円増加したこと等によるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末のキャッシュ・フローについては、営業活動により119百万円増

加し、投資活動により192百万円増加し、財務活動により698百万円減少した結果、現金及び現

金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末残高790百万円よりも387百万円減少

し、403百万円（前年同期比53.6％減）となりました。 

 

(イ)営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動の結果得られた資金は、119百万円（前年同期は205百万円の取得）となりまし

た。主な要因は、前受金の増加額152百万円等によるものです。 
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(ロ)投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動の結果得られた資金は、192百万円（前年同期は435百万円の支出）となりまし

た。主な要因は、担保差入預金解約による収入300百万円等によるものです。 

(ハ)財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果使用した資金は、698百万円（前年同期は418百万円の支出）となりまし

た。主な要因は借入金の返済798百万円と借入100百万円による借入金の減少698百万円等に

よるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期における業績の進捗状況等を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成22年５

月13日に公表した平成23年３月期通期業績予想を修正しております。 

詳細につきましては、本日別途開示しております「特別利益および特別損失の発生および平成23

年３月期第２四半期業績予想との差異ならびに通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照く

ださい。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算出方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業損失、経常損失が５百万円、税金等調整前四半期純損失が59百万円それぞ

れ増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 403 1,090 

受取手形及び売掛金 2,532 2,468 

商品及び製品 1,041 1,056 

仕掛品 378 396 

原材料及び貯蔵品 267 90 

短期貸付金 － 832 

その他 1,735 919 

貸倒引当金 △12 △26 

流動資産合計 6,345 6,826 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,689 2,660 

土地 1,975 1,947 

その他（純額） 506 622 

有形固定資産合計 5,172 5,229 

無形固定資産   

のれん － 124 

その他 49 111 

無形固定資産合計 49 235 

投資その他の資産   

長期貸付金 5,527 5,423 

その他 2,058 2,102 

貸倒引当金 △5,992 △5,813 

投資その他の資産合計 1,593 1,712 

固定資産合計 6,815 7,178 

資産合計 13,161 14,005 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,682 1,426 

短期借入金 5,289 5,806 

未払法人税等 39 334 

賞与引当金 37 37 

その他 1,661 1,903 

流動負債合計 8,710 9,508 

固定負債   

長期借入金 － 130 

退職給付引当金 428 421 

債務保証損失引当金 768 963 
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(単位：百万円)

当第２四半期 
連結会計期間末 

(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産除去債務 126 － 

その他 508 499 

固定負債合計 1,832 2,015 

負債合計 10,542 11,523 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,286 6,286 

資本剰余金 7,577 7,577 

利益剰余金 △11,299 △11,467 

株主資本合計 2,564 2,396 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △16 △10 

評価・換算差額等合計 △16 △10 

新株予約権 19 24 

少数株主持分 51 70 

純資産合計 2,618 2,481 

負債純資産合計 13,161 14,005 
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(2) 四半期連結損益計算書 
第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,937 6,680 

売上原価 4,940 4,963 

売上総利益 1,997 1,716 

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 578 570 

貸倒引当金繰入額 43 － 

その他 1,495 1,280 

販売費及び一般管理費合計 2,116 1,850 

営業損失（△） △118 △133 

営業外収益   

受取利息 20 19 

受取配当金 0 0 

休業補償金 27 － 

未払消費税戻入益 － 13 

その他 27 21 

営業外収益合計 76 53 

営業外費用   

支払利息 71 63 

その他 14 30 

営業外費用合計 86 93 

経常損失（△） △129 △173 

特別利益   

債務保証損失引当金戻入額 87 194 

前期損益修正益 26 － 

棚卸資産等受贈益 － 124 

その他 3 101 

特別利益合計 116 420 

特別損失   

貸倒引当金繰入額 102 184 

訴訟関連損失 48 － 

その他 57 171 

特別損失合計 207 356 

税金等調整前四半期純損失（△） △219 △108 

法人税、住民税及び事業税 39 32 

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税
額

－ △49 

法人税等調整額 29 23 

過年度法人税等戻入額 － △275 

法人税等合計 68 △268 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

－ 159 

少数株主損失（△） △3 △8 
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △284 167 
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第２四半期連結会計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,457 3,466 

売上原価 2,432 2,472 

売上総利益 1,025 994 

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 275 280 

貸倒引当金繰入額 40 － 

その他 770 606 

販売費及び一般管理費合計 1,086 886 

営業利益又は営業損失（△） △61 107 

営業外収益   

受取利息 10 10 

休業補償金 13 － 

その他 6 11 

営業外収益合計 31 21 

営業外費用   

支払利息 35 31 

その他 6 15 

営業外費用合計 42 46 

経常利益又は経常損失（△） △73 82 

特別利益   

債務保証損失引当金戻入額 58 115 

棚卸資産等受贈益 － 62 

その他 － 70 

特別利益合計 58 248 

特別損失   

固定資産除却損 － 52 

投資有価証券売却損 32 － 

貸倒引当金繰入額 57 109 

訴訟関連損失 22 － 

その他 17 20 

特別損失合計 129 182 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△143 148 

法人税、住民税及び事業税 3 12 

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税
額

－ △10 

法人税等調整額 51 45 

法人税等合計 54 47 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

－ 100 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3 1 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △195 99 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △219 △108 

減価償却費 252 214 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 54 

のれん償却額 145 114 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 145 185 

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △87 △194 

受取利息及び受取配当金 △21 △19 

支払利息 71 63 

固定資産除却損 － 52 

売上債権の増減額（△は増加） 229 △122 

たな卸資産の増減額（△は増加） 102 △145 

仕入債務の増減額（△は減少） △37 229 

前受金の増減額（△は減少） － 152 

その他 △281 △240 

小計 299 234 

利息及び配当金の受取額 20 19 

利息の支払額 △73 △63 

法人税等の支払額 △42 △2 

訂正報告書作成に伴う費用の支払額 － △68 

営業活動によるキャッシュ・フロー 205 119 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

担保預金の回収による収入 － 300 

担保預金の差入による支出 △300 － 

有形固定資産の取得による支出 △38 △59 

無形固定資産の取得による支出 △23 △0 

投資有価証券の売却による収入 46 － 

貸付けによる支出 △130 △111 

貸付金の回収による収入 45 19 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出 － △36 

差入保証金の回収による収入 － 69 

その他 △35 12 

投資活動によるキャッシュ・フロー △435 192 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △327 △407 

長期借入れによる収入 35 － 

長期借入金の返済による支出 △125 △290 

配当金の支払額 △0 △0 

その他 － △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △418 △698 
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △649 △387 

現金及び現金同等物の期首残高 1,519 790 

現金及び現金同等物の四半期末残高 870 403 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 

 
ＳＭＯ事業 

(百万円) 

メディカル
サポート事

業 

(百万円) 

人材コンサ
ルティング

事業 

(百万円)

医薬品等の
販売事業

(百万円)

医薬品等の
製造販売事

業 

(百万円)

その他の事
業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円)

連結 

(百万円)

売上高     

(1)外部顧客に対する
売上高 

1,547 306 110 2,053 2,562 357 6,937 － 6,937

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

1 9 30 1 4 50 96 (96) －

計 1,548 315 140 2,054 2,566 408 7,034 (96) 6,937

営業利益又は営業損
失（△） 

370 △66 △9 52 9 △11 345 (464) △118

(注) １ 当第１四半期連結累計期間より、当社の連結子会社である、株式会社アイロムロハス及び株式会社ウイ

ング湘南において有形固定資産の減価償却方法を従来の定率法から定額法へ変更しております。この変更

に伴い、従来の方法によった場合に比べて、医薬品等の販売事業における営業利益が４百万円増加してお

ります。 

２ 当社の連結子会社である、株式会社アイロムメディックにおいて貸付金事業免許を平成21年４月に返納

いたしました。これにより、当第２四半期連結累計期間におけるメディカルサポート事業の売上高が７百

万円、営業損失が５百万円それぞれ減少しております。 

 

【セグメント情報】 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 

 １. 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対

象となっているものであります。 

 当社グループはＳＭＯ、メディカルサポート、人材コンサルティング、医薬品等の販売、医薬品

等の製造販売等の複数の業種にわたる事業を営んでおり、業種別に区分された事業ごとに、当社及

び当社の連結子会社が各々独立した経営単位として、主体的に各事業ごとの事業戦略を立案し、事

業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは、各事業ごとのセグメントから構成されており、「ＳＭＯ事業」、「メ

ディカルサポート事業」、「人材コンサルティング事業」、「医薬品等の販売事業」及び「医薬品
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等の製造販売事業」の５つを報告セグメントとしております。 

 「ＳＭＯ事業」は、臨床試験の実施に係る業務の一部を実施医療機関から受託又は代行する支援

業務をしております。「メディカルサポート事業」は、クリニックモールの設置及び賃貸等やそれ

に付随する業務等、医業経営を全般的かつ包括的に支援する事業をしております。「人材コンサル

ティング事業」は、薬剤師・臨床検査技師等の資格を有するスタッフの人材派遣・人材紹介や医

師、看護師の紹介及び紹介予定派遣並びに教育研修等の事業をしております。「医薬品等の販売事

業」は、調剤薬局及びドラッグストアにおける医薬品や健康食品等の販売をしております。「医薬

品等の製造販売事業」は、医療用医薬品の製造・販売及び受託製造を行う他、ウォーターサプリメ

ントの開発及び製造販売をしております。 

 なお、「人材コンサルティング事業」につきましては、平成22年９月29日付にて、同報告セグメ

ントを単独で構成する株式会社アイロムスタッフの株式をグループ外に譲渡したことにより、第３

四半期連結会計期間より報告セグメントから除外される見込みとなっております。 

 

 ２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

 
ＳＭＯ事

業 

メディカ
ルサポー
ト事業 

人材コン
サルティ
ング事業

医薬品等
の販売事

業 

医薬品等
の製造販
売事業

その他

(注) 
合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 

売上高     

  外部顧客へ
の売上高 

1,515 304 64 2,053 2,658 82 6,680 － 6,680

  セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

1 9 26 0 3 20 61 △61 －

計 1,517 314 91 2,054 2,662 103 6,742 △61 6,680

セグメント利
益 又 は 損 失
（△） 

324 △95 △5 44 △16 △71 179 △313 △133

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＣＲＯ事業及びデザイン事業

を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△313百万円には、セグメント間取引消去△18百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△294百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 ３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「その他」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上しております。なお，当該減損損失の計

上額は，当第２四半期連結累計期間においては11百万円であります。 
 

（のれんの金額の重要な変動） 
該当事項はありません。 

 
（重要な負ののれん発生益） 
該当事項はありません。 
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(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

株式会社アイロムホールディングス（2372）平成23年３月期第２四半期決算短信

14




